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合成スラブ工業会 Ｑ＆Ａ 

Composite Slab Industrial Association 

構造 Ｑ-１９  緩勾配屋根 国交省告示第 80 号 

緩勾配屋根の積載荷重に関する告示改正（国交省告示第 80 号）について、対象の屋根構造は「屋

根版を鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造としたものを除く」とあるが、合成スラブを使用した

屋根はどう考えればよいか。 

 

構造 Ａ-１９  

 本告示改正の対象となる屋根は、「屋根重量が軽いもの」であり、これは国土交通省から出されている告

示改正の報道発表資料にも記載されています。デッキ合成スラブは、デッキプレートにコンクリートを打設した

複合構造であり、鉄筋コンクリート造と同等と考えられます。よって、デッキ合成スラブは本告示の荷重割増の

対象から外れるものと思われます。 

 

＜緩勾配屋根告示改正報道発表資料＞（国土交通省ホームページより抜粋） 

 

 


